宝塚市集団健診Ｗｅｂ予約システム導入業務及びサービス利用業務委託
に係る調達仕様書
１　業務名
　　Ｗｅｂ予約システム導入業務及びサービス利用契約
２　目的
市立健康センターで実施している健康診査における受診予約について、市民の利便性の向上及び受診率向上を目的に、インターネットを利用したＷｅｂ予約システム（以下「本システム」という。）を導入する。
３　契約・履行期間
　　主なスケジュールは、以下のとおり。
　　令和４年９月　　　　　契約締結
令和４年１２月　　　　本システム稼働
　　令和７年１２月末　　　稼働終了
　　履行期間
　　　ア　稼働期間は令和４年１２月１日から令和７年１２月３１日までを予定している。
　　　イ　契約締結日から本稼働日までを納入準備期間とする。
ウ　契約金の支払いは、本稼働月の翌月から開始する。（開発費は初回支払額に含む。）
エ　開発期間を短縮できる場合は、本稼働可能な日付より履行期間を開始する。
４　業務内容
本業務は以下の業務を行うものとする。
（１）システムサービス利用
市民がインターネットから予約受付を行うことができるWeb予約受付システムを構築すること。なお、本システムはASPサービスとして提供すること。
市民がインターネットから予約受付を行うことができるWeb予約受付システム導入完了後、本システムを利用する。なお、本システムの利用にあたって正常稼働の監視等の運用支援、システム障害対応や各種問い合わせ対応等の保守をあわせて行うこと。
（２）その他の関連作業
本システムの操作手順の説明会の実施、操作マニュアルの作成、テスト実施支援等を行うこと。
５　システム要件
（１）基本要件
ア　インターネットから予約の申し込みを行う利用者 （以下 「予約者」という。）は、年間３，０００件程度を見込むものとする。予約者は、次の環境から本システムを利用するものと想定し、その環境に対応したシステムとすること。
	機器
	ブラウザ

	スマートフォン
	Safari
Google Chrome

	パソコン(WindowsもしくはMacOS)
	Microsoft Edge
Google Chrome


イ　本システムには予約枠設定等の管理機能を有すること。また、本市の職員用PCからのWeb閲覧には、RDSを用いた仮想化技術を用いる。
ウ　通信は、セキュリティに配慮し、SSLなどの暗号化通信とすること。
エ　システムの機能検証を行うためのテスト環境をシステム稼動前に準備すること。また、稼動後も職員が随時、機能検証を行えるようにすること。
オ　具体的な画面デザイン及び遷移等の決定は、設計時において受託者と本市の協議により行うこと。
カ　システム内の画面遷移に係るレスポンス時間の目標値は、平常時３ 秒以内とすること。
キ　管理機能へのアクセスは、本市からのみ接続できる仕組みとすること。
ク　管理機能への同時接続数は最大２台程度として、システムが問題なく動作できること。
ケ　予約者向けのバナーを作成すること。
（２）システム間連携要件
本市が利用している健康管理システム（株式会社両備システムズ製：健康かるて）とデータ連携が可能であること。
データ連携に際し健康管理システムに改修・検証作業等が発生した場合の費用負担については本調達内容には含まない。
連携する内容としては以下の通りとし、連携のためのデータレイアウト、検診種別情報等については別紙の通りとする。なお、検診種別情報については２０２１年度の利用実績がないため、２０２０年度の資料であり、変更となる可能性があるため、変更の場合には提案金額内で対応すること。
また、本稼働以降も健康管理システムの設定情報（健診種別やコード、検診設定、スケジュールなど）が変更となった場合は、両者協議の上、保守の範囲外であれば別途改修にかかる契約を結ぶものとする。
【連携内容】
・検診種別情報
・検診スケジュール情報
・予約受付情報
（３）予約機能要件及び管理機能要件
　　本システムでは、「様式９　機能評価表」に記載する機能要件を満たす必要がある。
（４）システム運用保守要件
ア　運用保守にかかる連絡窓口を明示し、連絡可能な状態で維持すること。
イ　サービスの提供時間は、障害時や機器 設備の点検などを除き、２４時間３６５日とする。なお、点検などの事前に予見される対応のためにシステムが利用できない時間が見込まれる場合には、その日の２週間前までに本市に通知すること。
ウ　作業や点検に伴うシステム停止が発生する場合は、作業予定日の２週間前までに担当者に連絡し、承認を得たうえで作業を行うこと。また、停止前及び停止中にシステム利用者がメンテナンス中であることが分かるように配慮を行うこと。
エ　保守対応時などの本市からの連絡対応については、年末年始を除く平日９時００分から１７時３０分まで受付対応すること。なお、障害対応としては２４時間、３６５日対応すること。
オ　障害が発生した際は、速やかに本市に報告を行い、原因究明を行うとともに、サービスを停止する場合は再開予定日時（再開の目途が立たない場合はその旨）を１日以内に連絡すること。
カ　システムを格納したサーバは国内に設置することとし、耐震または免震機能を有し、自家発電設備や空調設備を備えた施設で管理すること。
キ　システムは予約受付開始日などの集中アクセス対策として、負荷分散対策を行うこと。
ク　ハードディスクなどの障害時のデータ消失などに備えた物理的もしくは論理的対策を行うこと。
ケ　毎日夜間に自動的にデータベースのバックアップを取得し、過去１年分のバックアップデータを保管すること。また、必要に応じて、任意にバックアップを取得できること。
コ　サーバの死活監視を行い、サービスが利用不可となった際に受託者において検知することができること。また、サービスの利用不可を検知した際には、その旨を本市に報告の上、速やかに対処を行うこと。
サ　サーバ内に保存されるデータ量が飽和状態とならないように常に監視し、サーバの保存容量を確保しておくこと。
シ　システム利用環境 （クラウド上も含む）を変更することになった場合には、受託者の責任において行うこと。
（５） セキュリティ要件
ア　個人情報が漏えいしないようにセキュリティ対策と個人情報の管理を行うこと。
システムにアクセスする職員が用いるアカウントの管理 （登録、更新、停止、削除、パスワード変更など）を行うための機能（または保守対応）を有すること。
イ　システムの利用記録、例外事象の発生に関するログを取得すること。また、十分なストレージ容量を確保し、取得したログを年度単位で１年間保管すること。
ウ　不正プログラムの感染を防止する機能について、システム運用に係る機器全てに導入すること。また、ゼロデイアタックを想定して、常に感染防止機能は論理的に最新の状態を維持すること。
エ　システムの脆弱性及びセキュリティの設定不備について定期的に点検し、対応すること。
６　納品物
受託者は以下の物品・資料を納めること。

	成果物
	内容
	納入時期

	進捗管理
	プロジェクト計画書
	本市と受託者が協議の上で決定する。


	基本設計
	画面レイアウト図
画面遷移図
	

	テスト
	テスト仕様書及び結果報告書
	

	利用規約
	システム利用規約
	

	職員向けマニュアル

	システム操作マニュアル
（管理機能操作含む）
操作研修会
保守体制図（連絡先を含む）
	

	利用者マニュアル
	システム操作マニュアル
（公開可能であるもの）
	


操作研修会については、１時間３０分程度の研修を２回開催すること。
７　その他
（１）検査完了条件
納品物が適正に納入され、本システムの安定稼働確認をもって検査完了条件とする。
（２）費用負担
本業務の実施にあたって要した費用 （人件費、諸手当、消耗品、通信運搬費等）は、すべて受託者の負担とする。
（３）契約終了後の引継ぎについて
受注者は、本契約の履行期間の満了、全部若しくは一部の解除、又はその他の契約の終了事由の如何を問わず、本契約が終了となる場合には、受注者は本市の指示のもと、本契約終了日までに本市が継続して業務を遂行できるような必要な措置を講じ、他のシステム等に移行する作業の支援を行うこと。
また、業務引継ぎに伴いデータ移行等が発生する場合、本システムで扱うデータのうち、移行のために必要となるデータを汎用的なデータ形式（ＣＳＶ等）に加工し、無償で提供すること。さらにファイル・データレイアウト等の資料を提供し、業務引継ぎに協力すること。
（４）個人情報の取り扱いについて
本事業において個人情報を取り扱う場合は、本市セキュリティポリシー、及び、「別紙　秘密保持に関する特記仕様書」の内容を遵守すること。
